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京都府
京都文化博物館
中京区高倉通三条上ル

222‒0888

京 都 学 ・ 歴 彩 館
左京区下鴨半木町1-29　723‒4831

2F

3F

4F

5F

6F

別館
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京都画廊連合会ニュース

　20世紀の初頭、パブロ・ピカソとジョルジュ・ブラックにより生み出
されたキュビスムは、西洋美術にかつてない変革をもたらした。それま
で西洋絵画の伝統的な技法であった遠近法や陰影法による空間表現から
脱却し、幾何学的な形によって画面を構成する試みは、絵画を現実の再
現とみなすルネサンス以来の常識から画家たちを解放したのである。ま
た絵画や彫刻の表現を根本から変えることによって、抽象芸術やダダ、
シュルレアリスムへといたる道も開いた。慣習的な美に果敢に挑み、視
覚表現に新たな可能性を開いたキュビスムは、パリに集う若い芸術家た
ちに大きな衝撃を与えた。そして、装飾・デザインや建築、舞台美術を
含む様々な分野で瞬く間に世界中に広まり、それ以後の芸術の多様な展
開に決定的な影響を及ぼしている。
　本展では、世界屈指の近現代美術コレクションを誇るパリのポンピ
ドゥーセンターの所蔵品から、キュビスムの歴史を語る上で欠くことの
できない貴重な作品が多数来日し、そのうち50点以上が日本初出品であ
る。20世紀美術の真の出発点となったキュビスムの豊かな展開とダイナ
ミズムを、主要作家約40人による絵画を中心に、彫刻、素描、版画、映
像、資料など約140点を通して紹介する。日本でキュビスムを正面から
取り上げる本格的な展覧会はおよそ50年ぶりのこと。

　親、子、孫まで三代にわたって日本
画の美をそれぞれに追い求め、その
功績で文化勲章を受章した上村松園
（1875-1949）、上村松篁（1902-2001）、
上村淳之（1933～）の三人の画業を紹
介する展覧会を開催します。松園は、
格調高い美人画で1948年に女性として
初となる栄誉に輝きました。松篁は自然を描く新たな日本画表現を追求
して1984年に受章。そして2022年、鳥の姿を通じて自然の神秘を描写し続けてきた淳之が受章しまし
た。それぞれモチーフや画風は異なりますが、描くことへの情熱や根底にある美意識が世代、時代を

超えて静かに受け継がれ、現代に繋がれています。日本画の美を継承してきた上村家三代の作品をご堪能ください。

と　き／３月20日（祝）～７月７日（日）10：00AM～６：00PM
ところ／京都市京セラ美術館（祝日以外の月曜休館）
　　　　京都市左京区岡崎公園内　☎075-771-4334

パリ ポンピドゥーセンター
キュビスム展 ― 美の革命 ―

上村淳之「四季花鳥図」
（大阪新歌舞伎座緞帳原画）2010年（松伯美術館管理）

上村松篁「水温む」
1988年　（松伯美術館蔵）

上村松園
「花がたみ」

1915年（松伯美術館蔵）

と　き／３月６日（水）～３月25日（月）10：00AM～７：00PM
ところ／京都髙島屋 S. C. ７階グランドホール
　　　　京都市下京区四条河原町西入　☎075-221-8811

文化勲章三代の系譜
上村松園・松篁・淳之展

ロベール・ドローネー《パリ市》1910-1912年
ⒸCentre Pompidou, MNAM-CCI/Georges Mequerditchianv/Dist. RMN-GP

フェルナン・レジェ《タグボートの甲板》
1920年（Legs de Baronne Eva Gourgaud, 1965）

パブロ・ピカソ
《輪を持つ少女》1919年
Ⓒ2023-Sussession Pablo Picasso-BCF （JAPAN）
ⒸCentre Pompidou, MNAM-CCI/Philippe Migeat/Dist. RMN-GP

ジョルジュ・ブラック
《果物皿とトランプ》1913年初頭

Don de Paul Rosenberg, 1947

アメデオ・ 
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雛人形名品展
紫式部と『源氏物語』
コスチュームジュエリー 

美の変革者たち　シャネル、ディオール、スキャパレッリ　小瀧千佐子コレクションより

第37回 
全国 
シルバー
書道展
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第67回 
あまがつ会人形展

書
中川聖久の線 
- line -

第23回 
福知山市 
佐藤太清賞 
公募美術展

第44回 
京都現代書芸展

大阪成蹊大学芸術学部 
退任記念 

阿部　緑 展《染織》
アルスシムラ 
 2023年度 
卒業制作展 

・第１回同窓展

卒寿をへて、いま 
小山静陽　日本画展

講演
会

音楽
会
音楽
会
音楽
会

音楽
会

音楽
会

音楽
会
音楽
会

音楽
会
音楽
会

京都今昔 
きもの大市

講演
会

東寺百合文書で古文書を解読！ 
鎌倉・室町・戦国時代～中世文書、 

はじめの一歩〈後期〉
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日
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京都国立近代美術館
左京区岡崎公園内

761-4111

3F

4F

京 都 国 立 博 物 館
東山区東大路七条西　541-1151

京都市 　　　
京セラ美術館
左京区岡崎公園内
771-4334

コレクション 
ル ー ム

本　館

東 山
キューブ

別館 1F

別館 2F

京都府立
文化芸術会館
河原町府立病院前
222-1046

1F

2F

3F

京都府立堂本印象美術館
北区平野上柳町26　463-0007

企 何必館・京都現代美術館
東 山 区 祇 園 町 北 側　525-1311

企
髙　 島　 屋
下京区河原町四条下ル

221-8811

画　廊

アート
サロン

グランド
ホール

企
大　　　 丸
中京区四条高倉
211-8111

画　廊

アート
サロン

ミュー
ジアム

企 中 信 美 術 館
上京区下立売油小路東入　417-2323

企 並河靖之七宝記念館
三条通北裏白川筋東　752-3277

企 泉 屋 博 古 館
左京区鹿ヶ谷宮ノ前町24　771-6411
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企 芦 屋 画 廊 KYOTO
左 京 区 頭 町 357-8　754-8556

貸 企 アートギャラリー博宝堂
左京区岡崎神宮道東側　771-9401

貸 企 アートギャラリー鵬休堂
東山区東山五条上ル西入ル　541-3805

貸 アートスペース柚（ゆう）
東山区二条通東山西入　090-6916-5353

貸 企 アートスポット櫻奏
東山区八坂通大和大路東入南入　090-3945-7492

企 Art Space 癒 心 庵
長岡京市今里畔町24-8　951-2788

貸 企 綾小路ギャラリー武
下京区綾小路高倉東入ル　351-4787

貸 芸 艸 堂 画 廊
中京区寺町二条下ル　231-3613

企　　　　　　：企画および常設を中心に活動する画廊　 貸　　　　　　：貸画廊

→5/26

→7/7

→9/1

→5/17

→5/26

→4/1

→4/1

→4/1

→4/2

→4/2

小林正和とその時代－ファイバーアート、 
その向こうへ

2023年度 第４回コレクション展 2024年度 第１回コレクション展

特集展示　雛まつりと人形－古今雛の東西－

パリ ポンピドゥーセンター 
キュビスム展－美の革命 

ピカソ、ブラックからドローネー、 
シャガールへ

第３回現在 
日本画研究会
続お久しぶりどす、寛齋
はん。落款印のあれこれ

第41回 
公募京都 
水彩展

京友禅 
きもの芸術展 第66回 

書窗展

第10回 
眞龍書展 
併催甫田鵄川 
生誕百年展

芸象万千展 2023
第47回 
泰友書道展

第49回京都 
教職員美術

展

第48回グッドアート展 第98回創紀展 第73回京都 
染色美術展 新美2024公募展

第17回泰山書道会展 第56回かこう会展 「日本大判写真展」

京都市美術館開館90周年記念展　村上 隆 もののけ 京都

示現会 
京都作家展 公募第62回 

文化書道展
アートグループ道展 第３回 

新企画写真と絵画展
コーポレートアートエイド
京都（CAAK Corporate Art  

Aid Kyoto）展覧会
川島テキスタイル 
スクール修了展

第23回 
書友会関西展

第69回京都上京児童　 
美術研究所児童作品展

第47回 
児童画国際交流展

昭和美術会 
同人選抜展

第47回 
新匠工芸会春季展

第62回新作家集団展 
（洋画） 第43回 

京都工芸美術作家 
協会展

京都人×Next Generaration Artists 
2024展（工芸総合）

第３回 
雲母画会H30展

第14回はてなし会展 
（洋画）

第47回関西美術院展 
（洋画）

特別企画展　渡辺信喜　四季の譜
京都府立堂本印象美術館　現代作家展 
同時開催　第７回野外彫刻展

時代の証言者MARC RIBOUD展（月曜休館、但し4/29、5/6は開館）

吉村敏治展
借形／写真 上村淳之展

猪熊佳子展

Cute Sculpture－女性
作家展 菅原さちよ展

萩焼 新庄貞嗣
　作陶展

天空からのメッセージ 
文化勲章受章者
今井政之新作展

樋上さや子展 西中千人
ガラス展

田中清貴
木工展 萩原由希子　陶展 カラパレ 

山田浩之　陶展 髙木己樹恵　陶展 茶名拝受記念
神﨑秀策　陶展

文化勲章三代の系譜 
上村松園・松篁・淳之展

輝きだすモノたち 
本多 翔 展 曽根 茂　油彩画展 俊英作家による日本画展 

一期一会 巨匠絵画展 アントワーヌ・アンリ展 
～優しさにつつまれて～

くまくら珠美 
絵画展 日月美輪　日本画展 前田恭子　日本画展 阿部眞士　作陶展 一枚の絵本

大塚麻理恵　作品展

清水六兵衞　CERAMIC SIGHT 
（月曜休館）

冬期休館

改修工事のため、2025年春まで休館いたします。

常設展

常設展（貸画廊ご予約承ります）月曜、休廊 アート 
マルシェ

常設展

「千々の彩」展
京都芸術大　大学院染織分野修了生による 

展覧会（11・12日休廊）

鍋島あやこ展「残響が消えるまで」
25日（月）休廊

貸画廊受付中

浮世絵展 
開館日：毎週火曜・金曜（祝日は休館・完全予約制：午前・午後各一組４名まで）

西陣織・丹後織物 
シーバ

着物地から 
洋服へ

奥村京華 作品展 
アナタに桜咲く

木版画常設展（貸画廊受付中）
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〔今月の展覧会より〕

　マルク・リブー（1923～2016）は、フランスに生まれ、1950年代から世界
中で精力的な活動を続けた、現代を代表するフォトジャーナリストです。写
真家集団「マグナム」の創始者、アンリ・カルティエ＝ブレッソンやロバー

ト・キャパらの同志であり、50年代のアフリカ独
立運動、60年代のベトナム戦争など激動の時代に
立会い、西側の写真家として初めて中国の取材に
も成功しました。その作品は、米誌「N. Yタイ
ムズ」「ライフ」、英誌「タイムズ」、仏誌「フィ
ガロ」、独誌「シュテルン」、日本の新聞・雑誌な
ど、世界各国の紙面を飾ってきました。
　彼は一貫して、自分から興味を持った場所を取
材するために長期間滞在し、混沌とした現実から、ひとつの秩序ある瞬間を切り取ってきまし
た。本展は、マルク・リブーの1950年代から半世紀にわたり撮影された作品の中から厳選した
オリジナルプリント約60点を展覧いたします。是非ご高覧下さい。

　　○記念出版『マルク・リブー写真集』　3,500円

　現代アートや建築にも通じる立体や空間に対する鋭敏な感覚で、新たな
造形の可能性を追求する陶芸家 八代清水六兵
衞氏による展覧会。
　江戸時代から続く窯元・六兵衛窯では、歴代
の当主がそれぞれの作風を打ち立て、伝統的な
京焼の世界に常に新しい表現を追求している。
八代六兵衞氏は、緻密な設計のもと図面通り
にカットした土の板を結合する「タタラ成形」
に、重力や焼成によるゆがみやへたりを取り込
み、空間を内包した独自の造形を生み出す。
　本展では、彫刻的なオブジェ作品から、設置
空間までデザインする大型作品、内部空間がよ
り強調された器物としての機能を持つ近作まで、先生の作陶の歩みを幅広く紹介。

清水六兵衞 略歴
1954年　京都市生まれ
1979年　 早稲田大学理工学部建築学科卒業の後、本格的に作陶活動を

開始
1999年　タカシマヤ美術賞
2000年　八代 清水六兵衞を襲名
2005年　日本陶磁協会賞
2009年　京都府文化賞功労賞
2022年　京都市文化功労者等、多数の賞を受賞
現在、国際陶芸アカデミー会員、東洋陶磁学会会員
　　　日本陶磁協会会員、京都工芸美術作家協会会員
　　　京都芸術大学名誉教授

時代の証言者
MARC RIBOUD展

清水六兵衞 CERAMIC SIGHT

と　き／２月18日（日）～５月26日（日）10：00AM～６：00PM
ところ／何必館・京都現代美術館（月曜休館　但し4/29、5/6は開館）
　　　　京都市東山区祇園町北側271　☎075-525-1311

と　き／２月７日（水）～３月15日（金）10：00AM～５：00PM
ところ／中信美術館（月曜日休館）
　　　　京都市上京区下立売通油小路東入西大路町136-3

「エッフェル塔のペンキ工、
パリ」1953年

「ジャン・ローズ、ワシントンD. C. 」
1967年

「シャフトB」2021年　撮影 来田猛

「Relation 96-B」1996年
撮影 斎城卓

「輝白陶姿25-A」2013年
撮影 来田猛

「CERAMIC CIRCLE 
2023」2023年
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〔今月の展覧会より〕

　恒例の近代絵画作品展を開催させて頂きます。大正時代から昭和末迄の日本
画を中心に１万円から、500点余りを真蹟保証で展示即売させていただきます。
沢山の中からお気に入りの作品と出会っていただけるものと思っております。
また弊社ホームページでも作品を紹介しております。

主な出品作家　 富岡鉄斎、竹内栖鳳、菊池契月、小野竹喬、土田麦僊、  
福田平八郎、橋本関雪、堂本印象、徳岡神泉、富田渓仙、  
山口華楊、池田遙邨、秋野不矩、横山大観、鏑木清方、  
前田青邨、伊東深水、中川一政、熊谷守一　ほか  
十一代今泉今右衛門、永楽即全、清水六兵衛、濱田庄司、  
深見陶治、鈴木 治　ほか

　　　●第29回 近代絵画作品展　カタログ（211点掲載・A4変型サイズ）
　　　　無料。ご希望の方はお電話下さい。（数に限りがあります）

　長い伝統に裏打ちされた確かな技と時代を切り拓く斬新な発想、1946年に部門や会派の垣根を越えて創立された京都工
芸美術作家協会は、まさにそのような京都の工芸の特質を体現する他に類を見ない作家団体です。その多彩な作品の一部
でも御紹介したいとの、私どもの思いを協会の先生方が受け止めてくださり、昨年度の第1回展が実現しました。今年度
は市内複数の画廊に呼びかけて更に開催の場を広げ、本展と合わせて京都市内各所で工芸美術の魅力を発信する機会とな
ることを企図するものです。

〈出展作家〉
染織：井隼慶人　荻野美穂子　春日井路子
　　　金井大輔　河崎晴生　髙谷光雄　内藤英治
　　　中井貞次　長尾紀壽
陶芸：井出照子　内山政義　岸　映子　木村展之
　　　國松万琴　小林英夫　諏訪蘇山
漆芸：林　玖瞠　番浦　肇
金石：今井裕之
金工：向井弘子
人形：面屋庄甫
木工：建田良策　村山　明

京都工芸美術作家協会HP「第２回 小間 size KOGEI展」
　　→https://kogei.kyoto/event/komasize.html
・京都府立文化芸術会館にて「京都工芸美術作家協会展」同時開催

第29回 近代絵画作品

第２回 小間 size KOGEI 展

と　き／３月16日（土）～３月24日（日）10：00AM～６：00PM
ところ／ギャラリー鉄斎堂（会期中無休）
　　　　京都市東山区新門前通東大路西入梅本町262　☎075-531-6164

と　き／３月19日（火）～24日（日）12：00～７：00PM（最終日～５：00PM）
ところ／ ギャラリーヒルゲート、ギャラリーなかむら、ギャラリーマロニエ、

同時代ギャラリー、生活あーと空間ぱるあーと（同時開催）

金井大輔「記憶の風景」
素材：綿布、顔料、シルクスクリーン捺染

富岡鉄斎
「梅渓高隠図」

中川一政
「花下忘帰」

横山大観
「夕照」

伊藤小坡「観桜美人」 広田多津「舞妓」 小野竹喬「丘えの路」 森　芳雄「母と子」 鈴木治「僧形」
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〔今月の展覧会より〕

　オーストラリアのメルボルンを拠点にめざましい活躍をする人気アーティス
ト、ディーン・ボーエン（Dean Bowen 1957年生まれ）。母国の壮大な自然風土
にインスピレーションを得て、そこに暮らす生き物や人々をユーモアあふれる楽
観主義で描きあげてきました。そのイメージは、版画・油絵・水彩画・ブロンズ
彫刻・廃品を寄せ集めたアサンブラージュ・タペストリー・アニメーション…と

いった様々な表現方法を往来
しながら自在に変容を遂げま
す。ボエーンの極めて個性的
な創作は、オーストラリア特
有のイメージとしても注目さ
れるものです。
　2023年には、現代オーストラリアを代表するアーティストとして、
群馬県立近代美術館と徳島県立近代美術館にて大規模な巡回展が開か
れ、雄大さと可愛さを併せもつ作品が、日本の多くの人々にいっそう
親しまれるところとなりました。
　本展では、旧作から最新作まで、小さな作品から大きな作品まで、
版画・油絵・水彩画 約40点を展覧致します。

　明治後期、鹿子木孟郎と浅井忠に師事した後、
大正期２度にわたる欧州留学後、西欧の新思潮を
活かした作品を二科展に発表。数々の執筆により
西洋近代絵画の動向を日本に紹介した啓蒙活動。
関西美術院教授、京都美術専門学校（現京都市芸
大）教授としての活動、大阪における信濃橋洋画
研究所などの開設と指導。洋画界の先達としての
こうした黒田の活動は我が国近代洋画の発展を語
る上で欠かすことができない。一方で、黒田が独
自に目指した日本固有の風土に根付いた油絵の確
立とは、どのようなものであったのか。

　浅井忠以来の京都洋画の発展史を発掘してきた星野画廊ではこれまで黒田の隠れた
名作の収集に力を注いできた。ようやくその初期から晩年に亘る画廊収集の油絵作品

81点を揃えることができるよ
うになった。こうした作品を
一望することで、これまで 
見過ごされてきた黒田芸術の
真実美を実感していただきた
い。的確な構図とデッサン
力、強固なマチエールと豊富
な色彩。画廊活動50年の末に今ようやく辿りついた黒田重太郎の
真価、日本固有の美の世界を紹介する。
（会期中に出品作を一部展示替えします）

前期：３月23日（土）～４月13日（土）（毎週月曜日と３/31休廊）
後期：４月16日（火）～５月４日（土）（毎週月曜日と４/21休廊）

ハリモグラと交通渋滞！

ディーン・ボーエン展

近代洋画の重鎮―日本独自の洋画発展に捧げた人生

黒田重太郎遺作展

と　き／２月23日（金・祝）～３月17日（日）１：00PM～６：00PM
ところ／ギャルリー宮脇（月曜休廊）
　　　　京都市中京区寺町通二条上ル東側　☎075-231-2321

と　き／３月23日（土）～５月４日（土）10：30AM～６：00PM
ところ／星野画廊（毎週月曜と3/31、4/21休廊）
　　　　京都市東山区神宮道三条上ル　☎075-771-3670

「餌を探すハリモグラ」銅版画・色鉛筆
15×20cm　2019年

「オーストラリトピテクス人」
石版画

76×55cm　1993年

「木に止まるラヴ・バード」
水彩画

76×56cm　2023年

《頸飾》
1936（昭和11）年
第23回二科展　25号F

《李朝壷の薔薇》
1964（昭和39）年10月

12号P

《洛外初春（於京都椿寺）》
1931年　第18回二科展　25号F《菜果静物》

1949（昭和24）年８月
第３回二紀展　30号F

《鏡容池の夏の朝（於洛西龍安寺）》
1964（昭和39）年８月
第18回二紀展　25号P
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〔美術館フライヤー一覧〕



－　－7

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐

企 絵 草 子
東山区新門前通東山西　551 9137

企 貸 延寿堂ギャラリーソフォラ
中京区二条寺町東入　211 5552

企 御 池 画 廊
北区小山北上総 　492 3083

企 ビニールテープ（旧 後素堂）
中京区新町丸太町下ル　231 0938

企 画 廊 た づ
東山区神宮道三条西入ル　771 8225

貸 ぎおんギャラリー八坂
東山区祇園町南側　525 1717

貸 企 喜聞堂アートスペース余花庵
中京区寺町通御池上ル　212 9793

貸 企 ギ ャ ラ リ ー M
中京区蛸薬師高倉西　221 0979

貸 ギャラリー花友じゅらくだい
上京区智恵光院中立売上ル　451 6005

貸 ギャラリー祇園小舎
東山区四条通縄手東入　551 3828

貸 ギャラリー吉象堂
中京区三条柳馬場東　221 3955

貸 企 ギャラリーCreate洛
中京区丸太町通堺町角　708 7898

貸 企 ギャラリー恵風
左京区丸太町東大路東入 771 1011

1F

2F

貸 企 ギャラリー胡々湾
東山区神宮道三条上ル　090 8367 1460

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐

貸 ギ ャ ラ リ ー 佐 野
中京区寺町蛸薬師西北角　221 2767

企
中京区寺町通御池上ル　221 6401

企 ギ ャ ラ リ ー 白 川
東山安井東一筋目南　532 2616

貸 ギ ャ ラ リ ー 翔
左京区北山通下鴨中通東　724 8154

貸 企 ギ ャ ラ リ ー 16
東山区三条通白川橋西入上ル　751 9238

貸 ギャラリー Space 妙
左京区松ヶ崎堀町1-1　

企 ギ ャ ラ リ ー 創
中京区河原町御池上ル　251 0522

企 貸 ギャラリー TAJIRO
東山区縄手通新橋下ル　0774 27 1733

企 ギャラリー鉄齋堂
東山区新門前東山西　531 6164

貸 ギャラリー富小路
下京区富小路綾小路下ル　090 7095 0576

企 ギャラリーなかむら
中京区姉小路河原町東　231 6632

【他所で見たい展覧会】
「空間を彩る屏風－広がる大画面」展：２月20日（火）～４月14日（日）
「進撃の巨匠、竹内栖鳳と弟子たち」展：１月18日（木）～４月７日（月）
「炭道具－美味しい一碗を」展：１月７日（日）～３月31日（日）
「イッタラ展、フィンランドガラスのきらめき」：２月17日（火）～３月29日（金） 1111）
「有楽社と『東京パック』展」：～３月24日（日）
「モネ、連作の情景」展：２月10日（月）～５月６日（月）
「ミュシャとパリの画塾」展～ようこそミュシャの教室へ：12月２日（土）～３月31日（日）
「特別展・古代メキシコ、マヤ、アステカ、テオティワカン」展：２月６日（火）～５月６日（月・祝）

→4/16

→4/5

→4/7

浮世絵・木版画。新版画常設

金田萌永（磁器） 
（木曜休廊）

杉江 智 展（クリスタルガラス） 
（木曜休廊）

瀬津純司 
展（陶）

洋画・日本画常設展（土日祝休廊）
洋画・彫刻 
二作家展 
生駒泰充・ 
藤木康成

貸画廊受付中

日本画常設展（日祝休廊）

京のきもの 
嵯峨宗 

（住田宗明）
桜とお地蔵さま 
画家　前田五月展

手作り工房 
クラフト作品展 

（浪漫堂　谷内恵美）

シルバー 
アクセサリー展 

（たま）（安部和美）
喜聞堂 

屏風絵・古美
術　常設展

JAGDA京都地区 
会員展

「GRAPHIC de KYOTO」
喜聞堂 

屏風絵・古美術　常設展
塩見貴彦　呉英杰 
石坂美穂

#218 日台芸術交流展 in Kyoto

春旅とクルーズ船（ベリッシマ）を描く展 
（松本祐佳）

ロシア・ウクライナ出身画家作品展 
（貸画廊受付中）

鈴木 稔
ガリーナ・シェフツォバ 
ウクライナ支援展

春のお
しゃれ 
着物展

なないろ 
ハーモ
ニー展

春のいずみ展 ランディ・ソシエテ展

貸ギャラリー受付中 日本画教室 
第12回楽人衆展

玉井人道
日本画展 
（日本画）

上西秀美　個展 
（洋画）

森村達夫・民枝　二人展
－GAZAの南へ－ 
（水墨画・日本画）

坂田芳孝　個展 
（洋画）

松井美智子　日本画展 
（日本画）

池田香那弥
展

（平面・立体） 
截金

井関律葉 展（平面） アラキドン 展
（平面） 河合美和 展（平面） 野嶋革 展

（銅版画）
 

竹村花菜 展（平面） 石田翔太 展
（平面） 河合桂 展（漆芸） 辻田恭子 展

（立体）  

チャリティー能面展（最終回） 
（不定休、お問い合わせください）

牛尾みつ子 
日本画展

野瀬ひろみ日本画展 

貸ギャラリー受付中

古武康士×とのむら茂一 
二人の絵画展（絵画等）

ふじわら百貨店 
（絵画等）

その正体は愛でした 
（絵画等）

塩賀史子展（月曜休廊） 
－永遠のひとつぶ－（絵画）

To Unknown Ⅳ ／ SASAKI Masao 
不明へ　Ⅳ ／ 佐々木昌夫 

（鉄を素材にしたインスタレーション）（月曜休廊）

貸ギャラリー受付中 2024□覚（しかく）
反応実験展「プンプン」

日本画・洋画・古書画常設展

貸ギャラリー受付中

常設展 第29回近代絵画作品展 
（会期中無休）

休廊

井上よう子展（洋画） 
（月曜休廊）

第２回 
小間SIZE KOGEI展

立松功至・岡 優七 二人展 ー 新しい風
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐

企 ギャラリー白梅園
北区北野上白梅町63　461-0427

貸 企 ギャラリーヒルゲート
中京区寺町三条上ル 231‒3702

1F

2F

奥庭
空間

企 ギャラリー美楽堂
東山区神宮道三条上ル　761-9710

貸 企
ギャラリーマロニエ
河原町四条上ル東側

221‒0117

3F

4F

5F

貸 企 ギャラリー八坂茶閑
東山区八坂通り小松町565　080-1155-0710

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 唯
左京区岡崎神宮道東側　752-0348

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 龍 馬
河原町三条下ル東入　211-7700

企 ギャルリー正観堂
東山区切通新門前上ル　533-4110

企 ギ ャ ル リ ー 宮 脇
中京区寺町二条上ル　231-2321

企 貸 ギャルリー百音（もね）
左京区岡崎神宮道東側　708-2138

貸 企 京 都 ギ ャ ラ リ ー
中京区烏丸通錦上ル東側9F　257-5435

企 京都芸大ギャラリーアクア
下京区塩小路高倉東入　253-1509

企 京都芸術センター
中京区室町蛸薬師下ル　213-1000

企 京都市学校歴史博物館
下京区御幸町通仏光寺下ル　344-1305

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐

貸 企

企 京都陶磁器会館
東山区東大路五条上ル　541‒1102

1F

2F

貸 企 京都万華鏡ミュージアムアートスペース
中京区姉小路東洞院東入　254-7902

貸 企 堺 町 画 廊
中京区堺町御池下ル　213-3636

貸 里 見 有 清 堂
中京区堺町三条上ル　221-5423

企 蔵 丘 洞 画 廊
中京区御池寺町東入　255-2232

企 大 雅 堂
東大路通祗園上ル　541-7388

企 玉 山 名 史 刀
東山区三条通神宮道西入　708-8210

企 梅 軒 画 廊
中京区烏丸四条上ル　221-3510

企 星 野 画 廊
東山区神宮道三条上ル　771-3670

京都写真美術館
東山区神宮道三条上ル　746-2931

1F
「月」

2F
「花」

〔京都画廊連合会ニュースの購読予約受付中〕１年間￥2,000円です。毎月末にお手許に届けられます。申込みは星野画廊（☎771－3670）まで振込用紙をご請求ください。
〘短信〙 京都画廊連合会ニュースの展覧会紹介記事で掲載している作品の画像は、当画廊のホームページ（http://www.kyoto-art.net/）では、  

 すべてカラー図版として掲載しています。どうぞお楽しみください。

発行：京都画廊連合会　京都市中京区高倉三条上ル　京都府京都文化博物館内（☎222－0895）http://www.kyoto-art.net/

→6/23

→4/3

→4/7

→4/28

白崎信子ガラス作品常設展

田島征彦
新作絵本

『花見じゃ そうべえ』
原画と「曾我蕭白より
GAMA仙人シリーズ」

悠画会 
「５人の日本画展」

竹内淳子 展
◇ある日チベットで more ◇

第２回 小間 size 
KOGEI 展 

（京都工芸美術作家協
会会員による小品展）

徳田嘉孝 作品展 
－静物への眼差し－

吉田恵利子 水彩画展 上野明美 展
（油彩・立体）

ウォーター・カラー
橋本真弓とはるびの会展

葛本康彰 個展 流れの途中、その名残り

日本画常設展（月曜定休）

まろにえ市 まろにえ市 京都工芸美術作家協会 
第２回 小間 size 
KOGEI 展新田 健

（平面） 新田 健（平面）

土に遊ぶ（陶芸） 室田泉「Be! Flower」 
サイアノタイプ

京都精華大学　染織コース
グループ「混紡」

貸ギャラリー受付中 「Resonance」
出口雄樹 ｠岩泉 慧

休廊 土詩展 2024 
in KYOTO 休廊 松永恵子　墨彩画展

「坂本龍馬と酢屋」常設展

常設展（水曜・日曜定休）

オーストラリアの人気アーティスト 
ディーン・ボーエン展

天田毅「春の青白磁　うつわ展」 
（月曜休廊・20日〔水・祝〕営業）

貸画廊受付中

潜入！　学校文化の舞台裏　～学校文化の歴史百科～／日替り学校美術品コーナー 
（水曜休館）

清永安雄　写真展

市民が撮った「3.11」
東日本大震災 
写真パネル展

山口史男 写真展
「北海道・北欧・Silent Beat」

古賀国夫 個展 
「京の都の東京タワー」 植田正治展

京焼作品常設展

米山椋陶展（仮）
（木曜休館） なづな学園展（木曜休廊） 日吉組合110周年展（仮）（木曜休廊）

特別企画展 
「うつろう染いろ」 
荒井利恵子展

第34回清交会写真展 みに着物展
十二単

特別企画展
「うつろう染いろ」 
野口結貴展

開催期間・開催時間は変更になる 
可能性があります。

最新の情報は当館HPにてご確認ください。

閉廊

閉廊

常設展 eggo 0088 葛本康彰 展 
冷たい星の歩き方

土田康彦
ヴェネツィアンガラス展 

桜の記憶

常設展／美術刀剣・刀装具・兜・鎧など武具全般

日本画・洋画常設展
Art FairTokyo 

出展 
出口経太個展

日本画・洋画常設展

明治・大正・昭和名作発掘品展 
（日・月曜休廊）

日本独自の洋画発展に生涯を捧げた 
黒田重太郎遺作展（3/25、3/31休）


